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○生産年齢人口の減少 

・市税収入の減少による行政サービスへの

影響 

 

○人口構造変化に伴う地域力の低下 

・幅広い市民公益活動の必要性の増加 

 

 

○高齢化の急速な進展 

・医療需要・介護需要の増大・多様化 

・見守りの必要な要援護者の増加 

・交通弱者の増加 

○更なる少子化の進展 

・未婚・晩婚者の増加 

・子育てへの負担感による出生数の低下 

 

○少子化に歯止め 

・子どもを産み育てやすい環境づくりが必要 

○まちの生産性の向上 

・幅広い世代の就労希望の実現が必要 

○高齢化への対応 

・健康長寿の実現が必要 

○まちの構造の転換 

・地域分権によるまちづくりの推進が必要 

・大規模住宅団地の再生が必要 

○総人口の推移  

 ・昭和 40 年代から大規模住宅団地の開発により、人口が急増 

 ・平成 17 年を境に人口が減少に転じ、高齢化率が 20％を超える 

○人口動態の推移 
・社会動態は、年度により、バラつきがあるものの、転出超過の傾向にある 
・自然動態は、近年、減少傾向にある 
・年間増減は、年度により、バラつきがあるものの、減少傾向にある 

川西市の「人口ビジョン」の概要 

 ■川西市のこれまでの人口推移 
 

出典：国勢調査 

■市民生活への影響と課題 
 

■基本姿勢・将来展望 
 

27.1% 26.2% 26.4% 21.9% 17.0% 14.3% 13.7% 13.8% 13.9% 
67.8% 

68.8% 

66.9% 70.0% 73.0% 72.5% 70.0% 65.1% 60.3% 

5.1% 

5.0% 

6.7% 8.1% 10.0% 13.2% 
16.4% 21.1% 25.8% 

41,916  

87,127  

129,834  
136,376  141,253  144,539  

153,762  157,668 156,423 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

S35 S45 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22

0～14歳 15～64歳 65歳以上 

335  316  
169  202  

89  88  

-27  
25  

2  -77  

-198  
-233  -173  

438  

1,425  

461  481  

160  
-270  -62  

192  385  
-307  

-186  

602  

48  

773  

1,741  

630  683  

249  

-182  -89  

217  

387  

-384  -384  

369  

-125  

-500

0

500

1,000

1,500

2,000

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

自然動態(人) 

社会動態(人) 

年間増減(人) 

【凡例】 

①：市総合計画推計※住基ベース 

②：国立社会保障・人口問題研究所推計準拠 

 主にＨ17～22 の人口動向を勘案し推計。移動率は、今

後全域的に縮小すると仮定 

③：②をベースに、市の施策により子育て支援等を行い、

年間出生数 1,000 人を維持すると仮定 

※市子ども・子育て計画におけるＨ27～31 の出生推計値

4,986 人 

④：③をベースに、市の施策により移住・転入者支援等を

行い、人口移動が均衡すると仮定 

161,203  
157,478  

156,423  

149,939  
137,732  

124,134  

96,554  

156,423  

149,588  138,717  

127,225  

107,246  

151,072  

141,253  

130,225  

110,716  

90,000

100,000

110,000

120,000

130,000

140,000

150,000

160,000

170,000

① 

② 

③ 

④ 

≪人口移動の是正≫ 

転出超過傾向の是正 

人口流出抑制・流入促進による 

人口移動の均衡をめざす。 

≪出生数の維持≫ 

Ｈ32 年間出生数 1,000 人（出生

率：1.29）とし、以降も年間出生数

1,000 人程度の維持を前提とす

る。その場合、出生率は、Ｈ42：

1.51、Ｈ72：2.00 となる。 

 

基本姿勢：人口減少・超高齢社会に着実に対応し、持続可能なまちづくりを実現する。 

将来展望：子育て支援等により今後も年間出生数 1,000 人を維持するとともに、移住転入支援等に 

より、人口移動の均衡を図り、計画期間中 151,000 人を維持し、長期的（Ｈ72）には

110,000 人を確保する。 
出典：市統計資料 
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○合計特殊出生率の推移 
・近年、微増傾向にあるものの、国・県と比較すると低くなっている 
 

出典：市統計資料 
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○高齢化への対応 

・健康長寿の実現が必要 

○少子化に歯止め 

・子どもを産み育てやすい 

環境づくりが必要 

○まちの生産性の向上 

・幅広い世代の就労希望 

の実現が必要 

 

○まちの構造の転換 

・地域分権によるまちづくりの推進が必要 

・大規模住宅団地の再生が必要 


